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◆司法試験の勉強

よくある質問①

弁護士は六法全書を全部覚えているの？

回答：英単語を全部覚えてなくても英会話ができます。

あまり使わない条文は覚えていない。

どんな法律があったか、どこを見ればわかるかは知っている。

よく使う条文は、判例まで知っている。



◆司法試験の勉強

よくある質問②

司法試験って、暗記科目なの？

回答：身に付けているのは法的センスです。

司法試験の論文試験では、六法を参照できる。

知識だけではなく、センスで答える。

法的センスこそ、法律家のアイデンティティ。





◆司法試験の勉強

よくある質問③

弁護士とか裁判官って社会経験が足りませんよね？

回答：極限状態（離婚、倒産等）について、知識としては知っ
ています。

離婚で問題になる点、破産で気を付けるべき点は知っている。

知識として知っていても、体験していない。

知っている知識を提供する。

常に知識と感覚をアップデートする。



◆法律家の考え方

①事実を整理する

＝事実と評価を切り分ける

パワハラ、セクハラ、誹謗中傷、差別 などは評価事実。

いつどこで何があったか、５W１Hを確認する。

パワハラにあたるか、ではなく、

不法行為としてどのくらい慰謝料が請求できるか。



◆法律家の考え方

② ルール（法律、契約、判例）を解釈する

＝限定解釈と拡大解釈

システム開発の故意または重過失：契約文言を限定解釈

民法４１６条を不法行為にまで類推適用：趣旨から拡大解釈

合理的意思解釈と、法の趣旨。

広げたり、狭めたりする。
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◆法律家の考え方

③事実をルールにあてはめて、解決に導く

＝ゴール（結論）から考える

事実：あたりそうな事実をピックアップする。証拠を集める。

解釈：あてたかったら的を広くするし、外したかったら的を狭
くする。

事実と解釈の両面からアプローチ。


